
ＣＯＮＴＥＮＴＳ

念のため主催者に問い合わせをして日にち、会場をご確認の上、お出掛け下さい。

▲「ファントム工場」を紹介するパンフレット▲「ファントム工場」を紹介するパンフレット

▲「みずほブランド」の周知を図るパンフレット▲「みずほブランド」の周知を図るパンフレット
「夕方市」で「みずほブランド」を
大々的に販売▶
「夕方市」で「みずほブランド」を
大々的に販売▶

産業交流展で
「ファントム工場」をPR▶
産業交流展で
「ファントム工場」をPR▶

個人住民税の「特別徴収」推進にご協力をお願いします！

▼ 詳しくは各都県のホームページをご覧ください。 下記のキーワードで　　
埼玉県  特別徴収 千葉県  特別徴収 東京都  特別徴収ステーション 神奈川県  特別徴収

事務局：九都県市（埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、横浜市、川崎市、千葉市、さいたま市、相模原市）特別徴収推進検討会

地方税法では、従業員の個人住民税は、毎月の給与から事業主が差し引いて納める
「特別徴収」が原則となっています。
特別徴収の実施にあたり、事業主の皆さまのご理解ご協力をお願いいたします！
首都圏では、連携して特別徴収を推進しています！
平成27年度　埼玉県の全市町村で特別徴収の一斉指定
平成28年度　千葉県、神奈川県の全市町村で特別徴収の一斉指定
※東京都の全区市町村では、H26～ H28を特別徴収の推進期間としています。

事業主の
皆様

検  索
神奈川県

かながわキンタロウ
東京都
ぜいきりん

千葉県
　チーバくん

埼玉県
コバトン

住民税は給与からの特別徴収で！
よろしくお願いします！

工業の技術力とまちブランドの発信
　瑞穂町商工会では、地域振興策として、製造業者の技術力とまちブランド品による
地域情報発信に力を注いでいます。

受注機会拡大事業
「瑞穂ファントム工場」

瑞穂らしい名産品「みずほブランド」認定品

●平成２６年１２月２５日発表の
　「東京都長期ビジョン」にみる多摩・島しょの産業振興
●村越政雄会長が２０２０年オリンピック・パラリンピック東京大会を
　観光やビジネスに結びつけることを提言
　舛添要一東京都知事との「第２回 東京の成長に向けた公労使会議」で
●伊豆・小笠原諸島の６商工会がリレーして出店　「ふるさと祭り東京」
●経済の活性化を目指し、多摩地域２８経済団体が結束して
　「多摩地域経済団体横田飛行場民間利用促進協議会」を設立
●多摩地域商工会エリアの景況　２６年度第３・四半期
●私と商工会　ＦＩＮＤ-ＨＯＵＳＥ　代表取締役　佐藤 正臣 氏
●多摩・島しょ地域のイベント大特集　Ｐａｒｔ ６１（４月～５月）

　「瑞穂ファントム工場」は、瑞穂町の製造業者の受注機会拡大を目的に組織されました。
各分野の優れた技術力を持つ製造業者約50社のグループです。事務局にお問い合わせ
頂ければ、すぐに全メンバー企業で情報が共有され、最適なメン
バーやプロジェクトチームが対応します。日々進化をするための
スキルアップセミナー事業や展示会への共同出展事業なども実
施しています。ものづくりで、お困りの際は、是非ご連絡下さい。

　商工会では、平成15年度から、瑞穂町で生産されている名産品の周知を目的に、「名
物名産品推奨品」認定事業を行ってきました。平成24年度からは、瑞穂町認定の「みず
ほブランド」として引き継がれています。名産品18品目
と特産のシクラメンを加えた19品目が認定され、「作っ
た本人が売っています」をキャッチフレーズに、地域の
イベントや物産展へ積極的に出店し、販路拡大に努め
ています。

▲天沼武夫会長（前列右から2人目）と職員の皆さん

商工会は 行き
ます

聞き
ます

提案
します

Mizuhomachi
Shokokai

http://www.mizuho-sci.or.jp/

瑞穂町
商工会
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「世界一の都市・東京の目標」
将来像の実現に向けた２つの基本目標

政策の方向性を示す８つの「都市戦略」

目指すべき将来像

1 成熟都市・東京の強みを生かした
   大会の成功

4 安全・安心な都市の実現

5 福祉先進都市の実現

6 世界をリードするグローバル都市の実現

7 豊かな環境や充実したインフラを
   次世代に引き継ぐ都市の実現

8 多摩・島しょの振興

政策指針：1～4
政策指針：9～10

政策指針：11～14

政策指針：15～19

政策指針：20～23

政策指針：24～25

政策指針：5～6

2 高度に発達した利用者本位の
　都市インフラを備えた都市の実現

3 日本人のこころと東京の魅力の発信
政策指針：7～8

▼政策全体に共通する5つの視点

〈基本目標I 〉
「史上最高のオリンピック・
パラリンピックの実現」

〈基本目標II 〉
「課題を解決し、将来にわたる東京の
 持続的発展の実現」

経済の活性化と生活の質の向上
ハードとソフトの融合
官民の政策連携と規制緩和

先端技術の積極的な活用

東京都長期 ビジョンの構成

史上最高のオリンピック・
パラリンピックの実現
＊2020年の東京の姿、レガシーの継承
＊オリンピック・パラリンピック開催を起爆剤
　とした都市の発展

▼基本目標II▼基本目標I 
課題を解決し、将来にわたる
東京の持続的発展の実現
＊少子高齢・人口減少社会への対応を
　はじめ、山積する課題を解決

女性の活躍、高齢者の社会参加

　
東
京
都
は
、「
世
界
一の
都
市
・
東
京
」の

実
現
を
目
指
し
て
、「
東
京
都
長
期
ビ
ジ
ョン
」

を
策
定
し
ま
し
た
。
東
京
が
目
指
す
将
来

像
を
達
成
す
る
た
め
の
基
本
目
標
や
政
策

目
標
、
そ
の
達
成
に
向
け
た
具
体
的
な
政

策
展
開
、三
カ
年
の
実
施
計
画
な
ど
を
示
し

て
い
ま
す
。

　
多
摩
・
島
し
ょ
に
つい
て
は「【
都
市
戦
略

８
】
多
摩
・
島
し
ょ
の
振
興
」で
、
四
百
万

人
を
超
え
る
都
民
の
生
活
の
場
で
あ
り
、
多

様
な
産
業
の
集
積
等
に
よ
り
東
京
の
発
展

を
支
え
る
重
要
な
地
域
、
豊
か
な
自
然
を

は
じ
め
と
し
て
魅
力
に
あ
ふ
れ
て
い
る
地
域

と
現
状
を
分
析
。一
方
で
少
子
高
齢
化
へ
の

対
応
、
都
市
間
連
携
や
物
流
、
産
業
を
支

え
る
道
路
網
や
防
災
対
策
の
充
実
等
が
課

題
と
し
て
い
ま
す
。

　
産
業
振
興
の
面
で
は
、
多
摩
地
域
の
強
み

を
生
か
し
た
産
業
の
展
開
と
、
地
域
の
魅
力

を
生
か
し
た
観
光
振
興
の
推
進
が
こ
れ
か
ら

の
政
策
展
開
に
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
多
摩
地
域
に
は
、
先
進
的
な
技
術
を
持
つ

優
れ
た
中
小
企
業
や
大
学
・
研
究
機
関
等

が
数
多
く
集
積
し
て
い
ま
す
が
、
大
規
模
工

場
の
撤
退
や
事
業
所
数
、
製
品
出
荷
額
の

減
少
が
続
い
て
お
り
、
後
継
者
や
人
材
不
足

が
心
配
さ
れ
る
な
ど
、
中
小
企
業
を
め
ぐ
る

状
況
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
。
こ
の
た
め
多

摩
地
域
の
強
み
を
生
か
す
以
下
の
方
向
性

が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

高
い
技
術
力
を
有
す
る
中
小
企
業
や
大
学

等
が
集
積
す
る
強
み
を
生
か
し
て
、多
様

な
主
体
の
連
携
に
よ
る
新
た
な
技
術
・
製

品
・
サ
ー
ビ
ス
を
創
出

工
場
の
立
地
促
進
や
操
業
継
続
の
た
め
の

環
境
整
備
、地
域
産
業
の
担
い
手
同
士
の

新
た
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
等
に
取
り
組

む
市
町
村
を
支
援

小
規
模
企
業
の
事
業
承
継
・
継
続
に
向
け

た
支
援
拠
点
を
整
備
し
、後
継
者
の
確
保

や
販
路
開
拓
等
を
支
援

都
域
を
超
え
た
広
域
的
産
業
交
流
の
中
核

機
能
を
担
う
交
流
拠
点
を
整
備

　
一
月
十
四
日
、都
庁
に
お
い
て「
第
二
回
　

東
京
の
成
長
に
向
け
た
公
労
使
会
議
」が
開

催
さ
れ
、村
越
政
雄
東
京
都
商
工
会
連
合

会
会
長（
小
金
井
市
商
工
会
会
長
）が
出
席

し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、東
京
都
が
策
定
し
た
長
期
ビ
ジ
ョ

ン
を
議
題
に
、経
営
団
体
か
ら
は
村
越
会
長
の

ほ
か
東
京
商
工
会
議
所
の
三
村
明
夫
会
頭
、

東
京
都
中
小
企
業
団
体
中
央
会
の
大
村
功

作
会
長
、東
京
経
営
者
協
会
の
鵜
浦
博
夫
会

長
、労
働
者
団
体
か
ら
は
連
合
東
京
の
大
野

博
会
長
が
出
席
し
て
、舛
添
要
一
東
京
都
知

事
と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。　

冒
頭
、舛

添
都
知
事

は「
長
期
ビ

ジ
ョン
は『
世

界
一
の
都
市
・

東
京
』の
実

現
に
向
け
、

２
０
２
０
年

オ
リ
ン
ピ
ッ

ク・パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
東
京

大
会
開
催

と
十
年
後
の
２
０
２
４
年
の
東
京
の
姿
を
示

し
て
い
る
。２
０
２
０
年
大
会
の
成
功
を
起
爆

剤
と
し
て
、将
来
に
わ
た
る
東
京
の
持
続
的

発
展
の
た
め
、少
子
高
齢
・
人
口
減
少
社
会
へ

の
対
応
を
は
じ
め
、都
政
に
お
け
る
様
々
な

山
積
す
る
課
題
を
解
決
し
、将
来
に
わ
た
る

成
長
を
確
固
た
る
も
の
に
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。『
世
界
一
の
都
市
・
東
京
』の
実

現
に
協
力
い
た
だ
き
た
い
」と
挨
拶
し
ま
し

た
。村
越
会
長
は
、世
界
一
の
都
市・東
京
の

実
現
に
向
け
、大
都
市
の
近
郊
に
あ
る
自
然

と
融
合
し
た
多
摩
の
良
さ
と
、島
嶼
の
魅
力

を
世
界
中
に
発
信
し
て
い
た
だ
き
た
い
。２
０

２
０
年
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京

大
会
の
観
戦
な
ど
で
訪
れ
る
外
国
の
方
々
に

多
摩・島
嶼
地
域
の
伝
統
的
な
文
化
や
生
活

　
著
名
な
日
本
全
国
の
お
祭
を
見
学
、楽
し
ん
で
も
ら
う
と

と
も
に
、地
域
な
ら
で
は
の
味
を
味
わ
っ
て
も
ら
お
う
と
い

う
、七
回
目
と
な
る「
ふ
る
さ
と
祭
り
東
京
」が
今
年
も
一
月

九
日
か
ら
十
八
日
ま
で
の
日
程
で
東
京
・
後
楽
の
東
京

ド
ー
ム
で
開
か
れ
、伊
豆
・
小
笠
原
諸
島
の
六
商
工
会
が
リ

レ
ー
し
て
出
店
、来
場
者（
四
十
二
万一千
人
）に
観
光
の
Ｐ

Ｒ
を
行
う
と
と
も
に
、自
慢
の
特
産
品
を
販
売
し
ま
し
た
。

　
九
日
か
ら
十一日
は
大
島
町
と
新
島
村
が
、十
二
日
か

ら
十
五
日
は
八
丈
町
と
三
宅
村
が
、十
六
日
か
ら
十
八

日
は
小
笠
原
村
、神
津
島
村
の
各
商
工
会
が
担
当
し
ま

、素
晴
ら
し
い
自
然
を
体
験
し
て
も
ら
って
多

く
の
方
々
に
東
京
の
フ
ァ
ン
と
な
って
も
ら
い
、

観
光
や
ビ
ジ
ネ
ス
に
結
び
つ
け
る
こ
と
を
提

言
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、大
手
企
業
の
海
外
進
出
に
よ
る
産

　
当
連
合
会
と
同
じ
産
業
サ
ポ
ー
ト
ス
ク
エ

ア
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
に
拠
点
を
構
え
る
と
と
も
に
、業

務
提
携
を
結
び
、中
小・小
規
模
企
業
の
支

援
で
密
接
な
連
携
を
行
う
東
京
都
立
産
業

技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
多
摩
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
が

設
立
五
周
年
を
迎
え
、立
川
市
の
パ
レ
ス
ホ
テ

ル
立
川
で
関
係
機
関
、中
小・小
規
模
企
業

者
ら
百
六
十
人
を
迎
え
て
開
設
五
周
年
記

念
式
典
を
開
き
ま
し
た
。当
連
合
会
か
ら
も

佐
藤
文
典
副
会
長（
村
越
政
雄
会
長
代
理
）

ら
商
工
会
の
会
長
ら
が
出
席
、セ
ン
タ
ー
の
五

周
年
を
祝
い
ま
し
た
。

　
挨
拶
に
立
っ
た
片
岡
正
俊
理
事
長
は「
当

初
の
想
定
以
上
に
ご
利
用
を
賜
っ
た
。多
摩

地
域
の
強
み

を
生
か
し
た

地
域
の
魅
力

を
生
か
し
た

と

を
推
進

観
光
振
興

産
業
の
展
開

村越政雄
会長が

２
０
２
０
年
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
大
会
を

東
京
都
立
産
業
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
多
摩
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
が
開
設
５
周
年
記
念
式
典

「
中
小
企
業
に
役
立
つ
研
究
開
発
を
さ
ら
に
整
備
」と
挨
拶

片
岡
理
事
長
が

観
光
や
ビ
ジ
ネ
ス
に
結
び
つ
け
る
こ
と
を
提
言

舛
添
要
一
東
京
都
知
事
と
の「
第
２
回 

東
京
の
成
長
に
向
け
た
公
労
使
会
議
」で

▼東京都が策定した長期ビジョンを巡って
　意見を交わした２回目の公労使会議

▶
多
摩
地
域
の
中
小
・
小
規
模
事
業
者
ら
で
一
杯
と
な
っ
た
開
設

   

五
周
年
記
念
式
典
と
来
賓
挨
拶
を
す
る
佐
藤
文
典
副
会
長

▼人だかりも見られた伊豆・
　小笠原諸島の出店コーナー

し
た
。
出
店
日
に
は
各
商
工
会
か
ら
職
員
が
駆
け
つ
け
、

連
合
会
の
職
員
、事
業
者
と
力
を
合
わ
せ
サ
ザ
エ
の
つ
ぼ

焼
き
な
ど
の
実
演
も
ま
じ
え
て
グ
ル
メ
の
紹
介
、販
売
に

力
を
入
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は「
集
め
ま
し
た
！
島
と
多
摩
の
地
酒
」、「
約
三

十
種
の
地
酒
を
飲
み
比
べ
！
」の
キ
ャッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の
も

と
調
布
・
府
中
観
光
協
会
、大
多
摩
観
光
連
盟
と
連
携
、

出
店
六
商
工
会
全
て
が
焼
酎
、リ
キ
ュ
ー
ル
な
ど
地
元
の

自
慢
の
酒
を
用
意
、シ
ョッ
ト
売
り
も
行
っ
て
、味
を
そ
の

場
で
楽
し
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。

地
方
に
技
術
支
援
の
拠
点
が
確
立
で
き
た
と

考
え
て
い
る
」と
し
、そ
の
上
で「
中
小
企
業
に

役
立
つ
研
究
開
発
、中
小
企
業
が
必
要
と
さ

れ
て
い
る
最
新
の
機
器
等
を
導
入
整
備
し
て

い
く
」と
今
後
の
支
援
へ
の
意
欲
を
述
べ
ま
し

た
。式
典
で
は

”ト
ッ
プ
バ
ッ

タ
ー
〞と
な
っ

て
佐
藤
文
典

副
会
長
が
来

賓
挨
拶
を
行

い
ま
し
た
。

業
空
洞
化
な
ど
、厳
し
い
経
営
環
境
に
お
か

れ
て
い
る
多
摩
地
域
の
も
の
づ
く
り
中
小
企

業
が
新
た
な
分
野
に
挑
戦
し
、起
業
や
第
二

創
業
が
で
き
る
新
た
な
起
業
拠
点
を
多
摩

地
域
に
整
備
す
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

　
地
域
の
魅
力
を
生
か
し
た
観
光
振
興
の
推

進
で
は
、
個
々
の
観
光
資
源
と
し
て
の
魅
力

は
あ
る
も
の
の
、
地
域
一体
で
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

が
十
分
に
発
揮
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
地

域
資
源
の
活
用
方
向
を
示
し
て
い
ま
す
。

伝
統
・
文
化
、産
業
、食
、ス
ポ
ー
ツ
、水

辺
、自
然
な
ど
多
彩
な
特
性
を
生
か
す
観

光
資
源
の
創
出

多
様
な
情
報
ツ
ー
ル
を
生
か
し
た
情
報
の
発
信

多
言
語
対
応
や
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

等
の
取
組
等
を
支
援
し
て
外
国
人
を
は
じ

め
と
す
る
旅
行
者
等
の
受
入
環
境
の
整
備

　
ま
た
、
商
店
街
に
つ
い
て
は
、
都
内
全
域

で
に
ぎ
わ
い
の
創
出
や
地
域
の
活
性
化
に
向

け
た
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
を
区
市
町
村
と
連

携
し
て
支
援
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

　
本
稿
は
、「
ビ
ジ
ョ
ン
」の
多
摩
・
島
し
ょ

の
産
業
振
興
の
み
紹
介
し
て
い
ま
す
が
、二

〇
二
〇
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
東
京
大
会
を
起
爆
剤
と
し
た
東
京
の
姿

と
、
少
子
高
齢
・
人
口
減
少
社
会
への
対
応

な
ど
の
課
題
の
解
決
方
向
を
示
し
て
お
り
、

各
地
域
の
活
性
化
を
考
え
る
際
に
は
指
針

と
し
て
ご
参
照
下
さ
い
。

平
成
26
年
12
月
25
日
発
表
の「
東
京
都
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
」に
み
る
多
摩
・
島
し
ょ
の
産
業
振
興

東
京
都
策
定
の
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
で
意
見
交
換

東
京
都
策
定
の
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
で
意
見
交
換

1/９～18の

伊豆・小笠原諸島の
６商工会がリレーして出店

ふるさと祭り東京
全てが焼酎など酒を販売
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「世界一の都市・東京の目標」
将来像の実現に向けた２つの基本目標

政策の方向性を示す８つの「都市戦略」

目指すべき将来像

1 成熟都市・東京の強みを生かした
   大会の成功

4 安全・安心な都市の実現

5 福祉先進都市の実現

6 世界をリードするグローバル都市の実現

7 豊かな環境や充実したインフラを
   次世代に引き継ぐ都市の実現

8 多摩・島しょの振興

政策指針：1～4
政策指針：9～10

政策指針：11～14

政策指針：15～19

政策指針：20～23

政策指針：24～25

政策指針：5～6

2 高度に発達した利用者本位の
　都市インフラを備えた都市の実現

3 日本人のこころと東京の魅力の発信
政策指針：7～8

▼政策全体に共通する5つの視点

〈基本目標I 〉
「史上最高のオリンピック・
パラリンピックの実現」

〈基本目標II 〉
「課題を解決し、将来にわたる東京の
 持続的発展の実現」

経済の活性化と生活の質の向上
ハードとソフトの融合
官民の政策連携と規制緩和

先端技術の積極的な活用

東京都長期 ビジョンの構成

史上最高のオリンピック・
パラリンピックの実現
＊2020年の東京の姿、レガシーの継承
＊オリンピック・パラリンピック開催を起爆剤
　とした都市の発展

▼基本目標II▼基本目標I 
課題を解決し、将来にわたる
東京の持続的発展の実現
＊少子高齢・人口減少社会への対応を
　はじめ、山積する課題を解決

女性の活躍、高齢者の社会参加

　
東
京
都
は
、「
世
界
一の
都
市
・
東
京
」の

実
現
を
目
指
し
て
、「
東
京
都
長
期
ビ
ジ
ョン
」

を
策
定
し
ま
し
た
。
東
京
が
目
指
す
将
来

像
を
達
成
す
る
た
め
の
基
本
目
標
や
政
策

目
標
、
そ
の
達
成
に
向
け
た
具
体
的
な
政

策
展
開
、三
カ
年
の
実
施
計
画
な
ど
を
示
し

て
い
ま
す
。

　
多
摩
・
島
し
ょ
に
つい
て
は「【
都
市
戦
略

８
】
多
摩
・
島
し
ょ
の
振
興
」で
、
四
百
万

人
を
超
え
る
都
民
の
生
活
の
場
で
あ
り
、
多

様
な
産
業
の
集
積
等
に
よ
り
東
京
の
発
展

を
支
え
る
重
要
な
地
域
、
豊
か
な
自
然
を

は
じ
め
と
し
て
魅
力
に
あ
ふ
れ
て
い
る
地
域

と
現
状
を
分
析
。一
方
で
少
子
高
齢
化
へ
の

対
応
、
都
市
間
連
携
や
物
流
、
産
業
を
支

え
る
道
路
網
や
防
災
対
策
の
充
実
等
が
課

題
と
し
て
い
ま
す
。

　
産
業
振
興
の
面
で
は
、
多
摩
地
域
の
強
み

を
生
か
し
た
産
業
の
展
開
と
、
地
域
の
魅
力

を
生
か
し
た
観
光
振
興
の
推
進
が
こ
れ
か
ら

の
政
策
展
開
に
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
多
摩
地
域
に
は
、
先
進
的
な
技
術
を
持
つ

優
れ
た
中
小
企
業
や
大
学
・
研
究
機
関
等

が
数
多
く
集
積
し
て
い
ま
す
が
、
大
規
模
工

場
の
撤
退
や
事
業
所
数
、
製
品
出
荷
額
の

減
少
が
続
い
て
お
り
、
後
継
者
や
人
材
不
足

が
心
配
さ
れ
る
な
ど
、
中
小
企
業
を
め
ぐ
る

状
況
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
。
こ
の
た
め
多

摩
地
域
の
強
み
を
生
か
す
以
下
の
方
向
性

が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

高
い
技
術
力
を
有
す
る
中
小
企
業
や
大
学

等
が
集
積
す
る
強
み
を
生
か
し
て
、多
様

な
主
体
の
連
携
に
よ
る
新
た
な
技
術
・
製

品
・
サ
ー
ビ
ス
を
創
出

工
場
の
立
地
促
進
や
操
業
継
続
の
た
め
の

環
境
整
備
、地
域
産
業
の
担
い
手
同
士
の

新
た
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
等
に
取
り
組

む
市
町
村
を
支
援

小
規
模
企
業
の
事
業
承
継
・
継
続
に
向
け

た
支
援
拠
点
を
整
備
し
、後
継
者
の
確
保

や
販
路
開
拓
等
を
支
援

都
域
を
超
え
た
広
域
的
産
業
交
流
の
中
核

機
能
を
担
う
交
流
拠
点
を
整
備

　
一
月
十
四
日
、都
庁
に
お
い
て「
第
二
回
　

東
京
の
成
長
に
向
け
た
公
労
使
会
議
」が
開

催
さ
れ
、村
越
政
雄
東
京
都
商
工
会
連
合

会
会
長（
小
金
井
市
商
工
会
会
長
）が
出
席

し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、東
京
都
が
策
定
し
た
長
期
ビ
ジ
ョ

ン
を
議
題
に
、経
営
団
体
か
ら
は
村
越
会
長
の

ほ
か
東
京
商
工
会
議
所
の
三
村
明
夫
会
頭
、

東
京
都
中
小
企
業
団
体
中
央
会
の
大
村
功

作
会
長
、東
京
経
営
者
協
会
の
鵜
浦
博
夫
会

長
、労
働
者
団
体
か
ら
は
連
合
東
京
の
大
野

博
会
長
が
出
席
し
て
、舛
添
要
一
東
京
都
知

事
と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。　

冒
頭
、舛

添
都
知
事

は「
長
期
ビ

ジ
ョン
は『
世

界
一
の
都
市
・

東
京
』の
実

現
に
向
け
、

２
０
２
０
年

オ
リ
ン
ピ
ッ

ク・パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
東
京

大
会
開
催

と
十
年
後
の
２
０
２
４
年
の
東
京
の
姿
を
示

し
て
い
る
。２
０
２
０
年
大
会
の
成
功
を
起
爆

剤
と
し
て
、将
来
に
わ
た
る
東
京
の
持
続
的

発
展
の
た
め
、少
子
高
齢
・
人
口
減
少
社
会
へ

の
対
応
を
は
じ
め
、都
政
に
お
け
る
様
々
な

山
積
す
る
課
題
を
解
決
し
、将
来
に
わ
た
る

成
長
を
確
固
た
る
も
の
に
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。『
世
界
一
の
都
市
・
東
京
』の
実

現
に
協
力
い
た
だ
き
た
い
」と
挨
拶
し
ま
し

た
。村
越
会
長
は
、世
界
一
の
都
市・東
京
の

実
現
に
向
け
、大
都
市
の
近
郊
に
あ
る
自
然

と
融
合
し
た
多
摩
の
良
さ
と
、島
嶼
の
魅
力

を
世
界
中
に
発
信
し
て
い
た
だ
き
た
い
。２
０

２
０
年
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京

大
会
の
観
戦
な
ど
で
訪
れ
る
外
国
の
方
々
に

多
摩・島
嶼
地
域
の
伝
統
的
な
文
化
や
生
活

　
著
名
な
日
本
全
国
の
お
祭
を
見
学
、楽
し
ん
で
も
ら
う
と

と
も
に
、地
域
な
ら
で
は
の
味
を
味
わ
っ
て
も
ら
お
う
と
い

う
、七
回
目
と
な
る「
ふ
る
さ
と
祭
り
東
京
」が
今
年
も
一
月

九
日
か
ら
十
八
日
ま
で
の
日
程
で
東
京
・
後
楽
の
東
京

ド
ー
ム
で
開
か
れ
、伊
豆
・
小
笠
原
諸
島
の
六
商
工
会
が
リ

レ
ー
し
て
出
店
、来
場
者（
四
十
二
万一千
人
）に
観
光
の
Ｐ

Ｒ
を
行
う
と
と
も
に
、自
慢
の
特
産
品
を
販
売
し
ま
し
た
。

　
九
日
か
ら
十一日
は
大
島
町
と
新
島
村
が
、十
二
日
か

ら
十
五
日
は
八
丈
町
と
三
宅
村
が
、十
六
日
か
ら
十
八

日
は
小
笠
原
村
、神
津
島
村
の
各
商
工
会
が
担
当
し
ま

、素
晴
ら
し
い
自
然
を
体
験
し
て
も
ら
って
多

く
の
方
々
に
東
京
の
フ
ァ
ン
と
な
って
も
ら
い
、

観
光
や
ビ
ジ
ネ
ス
に
結
び
つ
け
る
こ
と
を
提

言
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、大
手
企
業
の
海
外
進
出
に
よ
る
産

　
当
連
合
会
と
同
じ
産
業
サ
ポ
ー
ト
ス
ク
エ

ア
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
に
拠
点
を
構
え
る
と
と
も
に
、業

務
提
携
を
結
び
、中
小・小
規
模
企
業
の
支

援
で
密
接
な
連
携
を
行
う
東
京
都
立
産
業

技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
多
摩
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
が

設
立
五
周
年
を
迎
え
、立
川
市
の
パ
レ
ス
ホ
テ

ル
立
川
で
関
係
機
関
、中
小・小
規
模
企
業

者
ら
百
六
十
人
を
迎
え
て
開
設
五
周
年
記

念
式
典
を
開
き
ま
し
た
。当
連
合
会
か
ら
も

佐
藤
文
典
副
会
長（
村
越
政
雄
会
長
代
理
）

ら
商
工
会
の
会
長
ら
が
出
席
、セ
ン
タ
ー
の
五

周
年
を
祝
い
ま
し
た
。

　
挨
拶
に
立
っ
た
片
岡
正
俊
理
事
長
は「
当

初
の
想
定
以
上
に
ご
利
用
を
賜
っ
た
。多
摩

地
域
の
強
み

を
生
か
し
た

地
域
の
魅
力

を
生
か
し
た

と

を
推
進

観
光
振
興

産
業
の
展
開

村越政雄
会長が

２
０
２
０
年
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
大
会
を

東
京
都
立
産
業
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
多
摩
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
が
開
設
５
周
年
記
念
式
典

「
中
小
企
業
に
役
立
つ
研
究
開
発
を
さ
ら
に
整
備
」と
挨
拶

片
岡
理
事
長
が

観
光
や
ビ
ジ
ネ
ス
に
結
び
つ
け
る
こ
と
を
提
言

舛
添
要
一
東
京
都
知
事
と
の「
第
２
回 

東
京
の
成
長
に
向
け
た
公
労
使
会
議
」で

▼東京都が策定した長期ビジョンを巡って
　意見を交わした２回目の公労使会議

▶
多
摩
地
域
の
中
小
・
小
規
模
事
業
者
ら
で
一
杯
と
な
っ
た
開
設

   

五
周
年
記
念
式
典
と
来
賓
挨
拶
を
す
る
佐
藤
文
典
副
会
長

▼人だかりも見られた伊豆・
　小笠原諸島の出店コーナー

し
た
。
出
店
日
に
は
各
商
工
会
か
ら
職
員
が
駆
け
つ
け
、

連
合
会
の
職
員
、事
業
者
と
力
を
合
わ
せ
サ
ザ
エ
の
つ
ぼ

焼
き
な
ど
の
実
演
も
ま
じ
え
て
グ
ル
メ
の
紹
介
、販
売
に

力
を
入
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は「
集
め
ま
し
た
！
島
と
多
摩
の
地
酒
」、「
約
三

十
種
の
地
酒
を
飲
み
比
べ
！
」の
キ
ャッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の
も

と
調
布
・
府
中
観
光
協
会
、大
多
摩
観
光
連
盟
と
連
携
、

出
店
六
商
工
会
全
て
が
焼
酎
、リ
キ
ュ
ー
ル
な
ど
地
元
の

自
慢
の
酒
を
用
意
、シ
ョッ
ト
売
り
も
行
っ
て
、味
を
そ
の

場
で
楽
し
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。

地
方
に
技
術
支
援
の
拠
点
が
確
立
で
き
た
と

考
え
て
い
る
」と
し
、そ
の
上
で「
中
小
企
業
に

役
立
つ
研
究
開
発
、中
小
企
業
が
必
要
と
さ

れ
て
い
る
最
新
の
機
器
等
を
導
入
整
備
し
て

い
く
」と
今
後
の
支
援
へ
の
意
欲
を
述
べ
ま
し

た
。式
典
で
は

”ト
ッ
プ
バ
ッ

タ
ー
〞と
な
っ

て
佐
藤
文
典

副
会
長
が
来

賓
挨
拶
を
行

い
ま
し
た
。

業
空
洞
化
な
ど
、厳
し
い
経
営
環
境
に
お
か

れ
て
い
る
多
摩
地
域
の
も
の
づ
く
り
中
小
企

業
が
新
た
な
分
野
に
挑
戦
し
、起
業
や
第
二

創
業
が
で
き
る
新
た
な
起
業
拠
点
を
多
摩

地
域
に
整
備
す
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

　
地
域
の
魅
力
を
生
か
し
た
観
光
振
興
の
推

進
で
は
、
個
々
の
観
光
資
源
と
し
て
の
魅
力

は
あ
る
も
の
の
、
地
域
一体
で
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

が
十
分
に
発
揮
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
地

域
資
源
の
活
用
方
向
を
示
し
て
い
ま
す
。

伝
統
・
文
化
、産
業
、食
、ス
ポ
ー
ツ
、水

辺
、自
然
な
ど
多
彩
な
特
性
を
生
か
す
観

光
資
源
の
創
出

多
様
な
情
報
ツ
ー
ル
を
生
か
し
た
情
報
の
発
信

多
言
語
対
応
や
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

等
の
取
組
等
を
支
援
し
て
外
国
人
を
は
じ

め
と
す
る
旅
行
者
等
の
受
入
環
境
の
整
備

　
ま
た
、
商
店
街
に
つ
い
て
は
、
都
内
全
域

で
に
ぎ
わ
い
の
創
出
や
地
域
の
活
性
化
に
向

け
た
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
を
区
市
町
村
と
連

携
し
て
支
援
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

　
本
稿
は
、「
ビ
ジ
ョ
ン
」の
多
摩
・
島
し
ょ

の
産
業
振
興
の
み
紹
介
し
て
い
ま
す
が
、二

〇
二
〇
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
東
京
大
会
を
起
爆
剤
と
し
た
東
京
の
姿

と
、
少
子
高
齢
・
人
口
減
少
社
会
への
対
応

な
ど
の
課
題
の
解
決
方
向
を
示
し
て
お
り
、

各
地
域
の
活
性
化
を
考
え
る
際
に
は
指
針

と
し
て
ご
参
照
下
さ
い
。

平
成
26
年
12
月
25
日
発
表
の「
東
京
都
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
」に
み
る
多
摩
・
島
し
ょ
の
産
業
振
興

東
京
都
策
定
の
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
で
意
見
交
換

東
京
都
策
定
の
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
で
意
見
交
換

1/９～18の

伊豆・小笠原諸島の
６商工会がリレーして出店

ふるさと祭り東京
全てが焼酎など酒を販売
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多
摩
地
域

経
済
団
体
横
田
飛
行
場
民
間
利
用
促
進
協
議
会

各商工会から
104人が出席

　
多
摩
地
域
を
ほ
ぼ
網
羅
す
る
二
十
八
の
経

済
団
体
が
結
束
し
て「
多
摩
地
域
経
済
団

体
横
田
飛
行
場
民
間
利
用
促
進
協
議
会
」

を
設
立
し
ま
し
た
。
二
月
二
日
、
立
川
市
内

の
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
立
川
で
発
会
式
を
開
催
、ス

タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
協
議
会
の
会
長
に
は

当
連
合
会
の
村
越
政
雄
会
長
が
就
任
。
小

型
機
を
中
心
に
民
間
機
の
離
発
着
が
で
き

る
よ
う
に
し
、
多
摩
地
域
だ
け
で
な
く
首
都

圏
全
体
の
経
済
の
活
性
化
を
目
指
し
ま
す
。

と
く
に
二
〇
二
〇
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピッ
ク
ま
で
に
は
日
本
を
訪
れ
る
外

国
の
方
々
を
同
基
地
を
利
用
し
て
迎
え
入

れ
た
い
考
え
で
す
。

　
結
束
し
た
の
は
当
連
合
会
、
多
摩
地
域
の

二
十
商
工
会
、
並
び
に
八
王
子
、
青
梅
、
立

川
な
ど
の
七
商
工
会
議
所
で
す
。

　
活
動
と
し
て
は
要
望
活
動
、
情
報
収

集
・
研
究
、
視
察
研
修
、セ
ミ
ナ
ー
・
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
等
の
開
催
、
調
査
研
究
な
ど
に
取

り
組
み
ま
す
。
要
望
活
動
で
は
各
種
団
体
、

地
元
市
町
村
、
東
京
都
、
近
隣
県
、
国
等
へ

働
き
か
け
を
行
って
い
き
ま
す
。
発
会
式
に

は
来
賓
に
五
十
六
名
の
国
会
議
員
、
都
議

会
議
員
、
首
長
、
市
議
会
議
長
ら
が
顔
を

揃
え
、
関
係
者
の
関
心
の
高
さ
を
う
か
が
わ

せ
ま
し
た
。

　
商
工
会
、
会
議
所
な
ど
の
関
係
者
ら
を

加
え
た
全
体
の
出
席
者
は
百
六
十
六
人
に

の
ぼ
り
ま
し
た
。

　
発
会
式
で
は
村
越
当
連
合
会
会
長
に
よ

る
発
起
人
代
表
挨
拶
、
設
立
趣
旨
説
明
、

設
置
規
約
の
承
認
、
役
員
の
任
命
、
協
議
会

会
長
就
任
挨
拶
が
行
わ
れ
、
会
長
に
選
ば

れ
た
村
越
政
雄
会
長
は「
グ
ロ
ー
バ
ル
な
経

済
活
動
が
進
む
中
で
海
外
に
進
出
す
る
だ

け
で
な
く
海
外
の
企
業
を
多
摩
地
域
に
呼

び
込
む
こ
と
も
経
済
活
性
化
の
要
因
の一つ
。

豊
か
な
自
然
と
利
便
性
を
兼
ね
備
え
た
経

営
環
境
を
知
っ
て
も
ら
い
、
多
摩
に
進
出
し

て
も
ら
う
」
と
挨
拶
、
協
議
会
設
立
へ
の
意

気
込
み
を
述
べ
ま
し
た
。

　
東
京
都
商
工
会
青
年
部
連
合
会
は
一
月
十
八
日
、

立
川
市
内
の
立
川
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
新
年
賀
詞
交

歓
会
・
名
刺
交
換
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
会
に
は

来
賓
に
村
越
政
雄
東
京
都
商
工
会
連
合
会
会
長

（
代
理
＝
傳
田
純
東
京
都
商
工
会
連
合
会
専
務
理

事
）、
廣
瀬
可
世
子
同
女
性
部
連
合
会
会
長
、
宮
本

博
史
全
国
商
工
会
青
年
部
連
合
会
会
長
、
古
波
蔵

善
之
介
同
副
会
長
、
小
島
昌
夫
東
京
都
商
工
青
年

同
友
会
会
長
ら
が
顔
を
揃
え
、
各
商
工
会
か
ら
は
会

員
百
四
人
が
出
席
、
新
年
を
祝
い
ま
し
た
。

　
冒
頭
、
太
田
泰
之
会
長
は「
今
年
も
商
工
会
を
大

い
に
利
用
し
て
大
い
に
学
び
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
の
発

展
に
繋
げ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
会
長
挨
拶
。
続
い
て

村
越
政
雄
都
連
会
長
、
宮
本
全
青
連
会
長
が
来
賓

挨
拶
を
述
べ
ま
し
た
。

　
村
越
会
長
の
代
理
と
し
て
挨
拶
を
述
べ
た
傳
田
専

務
理
事
は「一月
十
四
日
に
開
催
さ
れ
た『
第
二
回
東

京
の
成
長
に
向
け
た
公
労
使
会
議
』で
舛
添
要
一
都

知
事
、
会
長
と
の
間
で
昨
年
末
に
東
京
都
が
策
定
、

発
表
し
た
東
京
都

長
期
ビ
ジ
ョン
を
巡
っ

て
意
見
を
交
換
し

た
。
会
長
か
ら
は

『
ビ
ジ
ョ
ン
を
読
ん
で

十
年
を
頑
張
れ
る
よ

う
に
し
て
ほ
し
い
』

と
伝
え
て
も
ら
い
た

い
と
言
わ
れ
た
」
と

伝
言
を
披
露
し
ま

し
た
。

　
発
会
式
で
は
こ
の
後
、
国
会
議
員
、
都
議

会
議
員
ら
か
ら
来
賓
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
北

林
克
比
古
日
本
ビ
ジ
ネ
ス
航
空
協
会
会
長

当連合会の
村越政雄

会長

▲国会議員、都議会議員、首長、市議会議長ら多
くの参加者があった「横田飛行場民間利用促進
協議会」の発会式（中央は挨拶をする村越会長）

▲旧交を温めた東京都商工会事務局長協
議会４０周年記念式典

▲１００人を超える会員の参加があった青年部連合会の
賀詞交歓会（マイクに向かっているのは太田会長）

　
東
京
都
商
工
会
女
性
部
連
合
会
は
二
月
十
三
日
、

あ
き
る
野
市
の
あ
き
る
野
ル
ピ
ア
の
ル
ピ
ア
ホ
ー
ル
で

新
春
講
演
会
・
新
年
賀
詞
交
歓
会
を
開
き
ま
し
た
。

あ
き
る
野
市
で
の
開
催
は
各
地
を
回
っ
て
開
く
賀
詞

交
歓
会
の一環
で
す
。

　
交
歓
会
は
臼
井
孝
あ
き
る
野
市
長
、
鶴
田
和
男
東

京
都
商
工
会
連
合
会
副
会
長
（
あ
き
る
野
商
工
会
会

長
）、
太
田
泰
之
東
京
都
商
工
会
青
年
部
連
合
会
会

長
を
来
賓
に
迎
え
、
各
地
か
ら
の
百
二
十
名
の
会
員
の

参
加
を
得
て
開
催
し
ま
し
た
。

　
交
歓
会
で
は
廣
瀬
可
世
子
会
長
が
鶴
田
あ
き
る
野

商
工
会
会
長
が
女
性
部
を
大
切
に
し
、
女
性
部
の
活

動
を
強
く
後
押
し
し
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
、
挨
拶
。

鶴
田
都
連
副
会
長
、
臼
井
あ
き
る
野
市
長
が
来
賓
祝

辞
を
行
い
ま
し
た
。
恒
例
の
余
興
で
は「
か
っ
ぽ
れ
」

や
、「
防
災
音
頭
」な
ど
の
踊
り
が
披
露
さ
れ
ま
し

た
。

　
交
歓
会
に
先
立
って
開
い
た
新
春
講
演
会
は「
歴
史

と
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
〜
映
画
『
五
日
市
物
語
』は
、

な
ぜ
作
ら
れ
た
の

か
？
〜
」が
演
題
で

し
た
。
あ
き
る
野
市

の
職
員
で
物
語
の
脚

本
を
書
き
、
監
督
を

務
め
た
小
林
仁
氏
が

映
画
を
作
る
よ
う
に

な
っ
た
経
緯
や
、
映

画
の
内
容
、
今
後
の

取
り
組
み
な
ど
に
つ

い
て
話
し
ま
し
た
。

▲会員１２０人の出席があった東京都商工会女性部連
合会の賀詞交歓会（中央は挨拶をする廣瀬会長）

に
よ
る「
ビ
ジ
ネ
ス
ジ
ェッ
ト
の
普
及
と
経
済

効
果
に
つ
い
て
」
と
題
す
る
講
演
を
聞
き
ま

し
た
。

　
研
究
機
関
で
は
横
田
飛
行
場
の
国
内
航

空
旅
客
需
要
を
五
百
六
十
万
人
（
２
０
２
２

年
）、
経
済
効
果
を
一
千
六
百
十
億
円
、
雇

用
効
果
を
八
千
八
百
五
十
人
と
予
測
し
て

い
ま
す
。

　
東
京
都
商
工
会
事
務
局
長
協
議
会
は
二

月
十
日
、パ
レ
ス
ホ
テ
ル
立
川
で
四
十
周
年

記
念
式
典
を
開
き
ま
し
た
。
式
典
に
は
現

役
の
事
務
局
長
、
そ
し
て
来
賓
に
村
越
政

雄
東
京
都
商
工
会
連
合
会
会
長
、
桂
敎
夫

同
名
誉
会
長
、
商
工
会
の
会
長
、
白
井
健
二

東
京
都
地
域
産
業
振
興
課
課
長
補
佐
、
中

小
企
業
関
係
機
関
、
各
商
工
会
・
連
合
会

歴
代
事
務
局
長
ら
を
迎
え
、
全
体
で
は
八

十
人
が
顔
を
揃
え
ま
し
た
。

　
挨
拶
に
立
っ
た
菊
池
武
伸
会
長
は
設
立

以
来
の
歴
史
を
振
り
返
り
、
大
規
模
小
売

店
舗
法
の
成
立
な
ど
に
触
れ
た
上
で「
協
議

会
は
各
事
務
局
長
並
び
に
関
係
機
関
、
団

体
と
の
連
携
を
さ
ら
に
深
め
て
時
代
の
期
待

に
答
え
る
商
工
会
を
目
指
し
て
い
き
た
い
」

と
今
後
への
抱
負
を
話
し
ま
し
た
。

　
村
越
連
合
会
会
長
、
桂
同
名
誉
会
長
が

来
賓
の
挨
拶
を
述
べ
ま
し
た
。
こ
の
中
で
村

越
会
長
は「
東
京
都
に
は
今
、
追
い
風
が
吹

い
て
い
る
。
風
を
掴
め
ら
れ
る
か
は
局
長
の

ア
イ
デ
ア
と
か
努
力
で
決
ま
っ
て
く
る
」、
桂

名
誉
会
長
は「
資
質
の
高
い
非
常
に
未
来
志

向
の
強
い
局
長
さ
ん
を
ど
う
つ
く
る
か
が
商

工
会
に
与
え
ら
れ
た
大
き
な
課
題
」
と
激

励
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
式
典
で
は
会
長
経
験
者
、
副
会
長

経
験
者
、
十
年
以
上
の
役
員
経
験
者
に
感

謝
状
、
記
念
品
を
贈
り
ま
し
た
。
式
典
後
、

記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
も
開
き
、
懇
親
を
そ
れ
ぞ

れ
に
深
め
ま
し
た
。

太田泰之
会長が「今年も商工会を大いに利用して

東京都商工会青年部連合会東京都商工会女性部連合会

大いに学ぼう」と呼びかけ
各地を回って開く賀詞交歓会の一環から

あきる野市で開催

相続税
の

60
％
減
額

基
礎
控
除
額
が

に
課
税
対
象
が
拡
大
へ

基礎控除額＝５,０００万円＋１,０００万円×法定相続人の数

基礎控除額＝３,０００万円＋６００万円×法定相続人の数
（法定相続人の数とは、相続の放棄をした人があっても、その放棄がな
かったものとした場合の相続人の数となります）

被相続人から相続又は遺贈によって財産を取得した人そ
れぞれの課税価格の合計額が、遺産に係る基礎控除額
（３,０００万円と６００万円に法定相続人の数を乗じて算出した金額
との合計額）を超える場合、その財産を取得した人は、相続税の
申告をする必要があります。
相続税の申告をする必要がある場合には、相続の開始が
あったことを知った日（通常は、被相続人の死亡の日）の
翌日から１０ヵ月以内に、被相続人の住所地を所轄する税
務署に相続税の申告と納税をする必要があります。

改正後

遺産に係る基礎控除額

　
相
続
税
法
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
二
十

七
年
一
月
一
日
か
ら
の
施
行
で
す
。

　
相
続
税
に
つい
て
は「
相
続
財
産
の
評
価
額
が

基
礎
控
除
額
を
超
え
た
場
合
は
、
相
続
税
が
か

か
り
、
超
え
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
相
続
税
が
か

か
ら
な
い
」こ
と
に
な
って
い
ま
す
。

　
改
正
で
は
こ
の
基
礎
控
除
額
が
従
来
の
六

〇
％
に
減
額
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、

相
続
税
を
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
方
が
増

え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
自
分
に
は
か
か
ら
な
い
と
考
え
て
き
た
人
も

お
ら
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
是
非
、
関

心
を
持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
次
の
通
り
で
す
。

をを
設
立

東
京
都
商
工
会
事
務
局
長
協
議
会
が

40
周
年
記
念
式
典

歴
代
事
務
局
長
ら
が
出
席

新春講演会も

改正前

会長に

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ま
で
に

外
国
の
方
々
を
迎
え
入
れ
を

経
済
の
活
性
化
を
目
指
し
、多
摩
地
域
28
経
済
団
体
が
結
束
し
て

賀詞交歓会新年
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多
摩
地
域

経
済
団
体
横
田
飛
行
場
民
間
利
用
促
進
協
議
会

各商工会から
104人が出席

　
多
摩
地
域
を
ほ
ぼ
網
羅
す
る
二
十
八
の
経

済
団
体
が
結
束
し
て「
多
摩
地
域
経
済
団

体
横
田
飛
行
場
民
間
利
用
促
進
協
議
会
」

を
設
立
し
ま
し
た
。
二
月
二
日
、
立
川
市
内

の
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
立
川
で
発
会
式
を
開
催
、ス

タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
協
議
会
の
会
長
に
は

当
連
合
会
の
村
越
政
雄
会
長
が
就
任
。
小

型
機
を
中
心
に
民
間
機
の
離
発
着
が
で
き

る
よ
う
に
し
、
多
摩
地
域
だ
け
で
な
く
首
都

圏
全
体
の
経
済
の
活
性
化
を
目
指
し
ま
す
。

と
く
に
二
〇
二
〇
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピッ
ク
ま
で
に
は
日
本
を
訪
れ
る
外

国
の
方
々
を
同
基
地
を
利
用
し
て
迎
え
入

れ
た
い
考
え
で
す
。

　
結
束
し
た
の
は
当
連
合
会
、
多
摩
地
域
の

二
十
商
工
会
、
並
び
に
八
王
子
、
青
梅
、
立

川
な
ど
の
七
商
工
会
議
所
で
す
。

　
活
動
と
し
て
は
要
望
活
動
、
情
報
収

集
・
研
究
、
視
察
研
修
、セ
ミ
ナ
ー
・
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
等
の
開
催
、
調
査
研
究
な
ど
に
取

り
組
み
ま
す
。
要
望
活
動
で
は
各
種
団
体
、

地
元
市
町
村
、
東
京
都
、
近
隣
県
、
国
等
へ

働
き
か
け
を
行
って
い
き
ま
す
。
発
会
式
に

は
来
賓
に
五
十
六
名
の
国
会
議
員
、
都
議

会
議
員
、
首
長
、
市
議
会
議
長
ら
が
顔
を

揃
え
、
関
係
者
の
関
心
の
高
さ
を
う
か
が
わ

せ
ま
し
た
。

　
商
工
会
、
会
議
所
な
ど
の
関
係
者
ら
を

加
え
た
全
体
の
出
席
者
は
百
六
十
六
人
に

の
ぼ
り
ま
し
た
。

　
発
会
式
で
は
村
越
当
連
合
会
会
長
に
よ

る
発
起
人
代
表
挨
拶
、
設
立
趣
旨
説
明
、

設
置
規
約
の
承
認
、
役
員
の
任
命
、
協
議
会

会
長
就
任
挨
拶
が
行
わ
れ
、
会
長
に
選
ば

れ
た
村
越
政
雄
会
長
は「
グ
ロ
ー
バ
ル
な
経

済
活
動
が
進
む
中
で
海
外
に
進
出
す
る
だ

け
で
な
く
海
外
の
企
業
を
多
摩
地
域
に
呼

び
込
む
こ
と
も
経
済
活
性
化
の
要
因
の一つ
。

豊
か
な
自
然
と
利
便
性
を
兼
ね
備
え
た
経

営
環
境
を
知
っ
て
も
ら
い
、
多
摩
に
進
出
し

て
も
ら
う
」
と
挨
拶
、
協
議
会
設
立
へ
の
意

気
込
み
を
述
べ
ま
し
た
。

　
東
京
都
商
工
会
青
年
部
連
合
会
は
一
月
十
八
日
、

立
川
市
内
の
立
川
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
新
年
賀
詞
交

歓
会
・
名
刺
交
換
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
会
に
は

来
賓
に
村
越
政
雄
東
京
都
商
工
会
連
合
会
会
長

（
代
理
＝
傳
田
純
東
京
都
商
工
会
連
合
会
専
務
理

事
）、
廣
瀬
可
世
子
同
女
性
部
連
合
会
会
長
、
宮
本

博
史
全
国
商
工
会
青
年
部
連
合
会
会
長
、
古
波
蔵

善
之
介
同
副
会
長
、
小
島
昌
夫
東
京
都
商
工
青
年

同
友
会
会
長
ら
が
顔
を
揃
え
、
各
商
工
会
か
ら
は
会

員
百
四
人
が
出
席
、
新
年
を
祝
い
ま
し
た
。

　
冒
頭
、
太
田
泰
之
会
長
は「
今
年
も
商
工
会
を
大

い
に
利
用
し
て
大
い
に
学
び
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
の
発

展
に
繋
げ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
会
長
挨
拶
。
続
い
て

村
越
政
雄
都
連
会
長
、
宮
本
全
青
連
会
長
が
来
賓

挨
拶
を
述
べ
ま
し
た
。

　
村
越
会
長
の
代
理
と
し
て
挨
拶
を
述
べ
た
傳
田
専

務
理
事
は「一月
十
四
日
に
開
催
さ
れ
た『
第
二
回
東

京
の
成
長
に
向
け
た
公
労
使
会
議
』で
舛
添
要
一
都

知
事
、
会
長
と
の
間
で
昨
年
末
に
東
京
都
が
策
定
、

発
表
し
た
東
京
都

長
期
ビ
ジ
ョン
を
巡
っ

て
意
見
を
交
換
し

た
。
会
長
か
ら
は

『
ビ
ジ
ョ
ン
を
読
ん
で

十
年
を
頑
張
れ
る
よ

う
に
し
て
ほ
し
い
』

と
伝
え
て
も
ら
い
た

い
と
言
わ
れ
た
」
と

伝
言
を
披
露
し
ま

し
た
。

　
発
会
式
で
は
こ
の
後
、
国
会
議
員
、
都
議

会
議
員
ら
か
ら
来
賓
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
北

林
克
比
古
日
本
ビ
ジ
ネ
ス
航
空
協
会
会
長

当連合会の
村越政雄

会長

▲国会議員、都議会議員、首長、市議会議長ら多
くの参加者があった「横田飛行場民間利用促進
協議会」の発会式（中央は挨拶をする村越会長）

▲旧交を温めた東京都商工会事務局長協
議会４０周年記念式典

▲１００人を超える会員の参加があった青年部連合会の
賀詞交歓会（マイクに向かっているのは太田会長）

　
東
京
都
商
工
会
女
性
部
連
合
会
は
二
月
十
三
日
、

あ
き
る
野
市
の
あ
き
る
野
ル
ピ
ア
の
ル
ピ
ア
ホ
ー
ル
で

新
春
講
演
会
・
新
年
賀
詞
交
歓
会
を
開
き
ま
し
た
。

あ
き
る
野
市
で
の
開
催
は
各
地
を
回
っ
て
開
く
賀
詞

交
歓
会
の一環
で
す
。

　
交
歓
会
は
臼
井
孝
あ
き
る
野
市
長
、
鶴
田
和
男
東

京
都
商
工
会
連
合
会
副
会
長
（
あ
き
る
野
商
工
会
会

長
）、
太
田
泰
之
東
京
都
商
工
会
青
年
部
連
合
会
会

長
を
来
賓
に
迎
え
、
各
地
か
ら
の
百
二
十
名
の
会
員
の

参
加
を
得
て
開
催
し
ま
し
た
。

　
交
歓
会
で
は
廣
瀬
可
世
子
会
長
が
鶴
田
あ
き
る
野

商
工
会
会
長
が
女
性
部
を
大
切
に
し
、
女
性
部
の
活

動
を
強
く
後
押
し
し
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
、
挨
拶
。

鶴
田
都
連
副
会
長
、
臼
井
あ
き
る
野
市
長
が
来
賓
祝

辞
を
行
い
ま
し
た
。
恒
例
の
余
興
で
は「
か
っ
ぽ
れ
」

や
、「
防
災
音
頭
」な
ど
の
踊
り
が
披
露
さ
れ
ま
し

た
。

　
交
歓
会
に
先
立
って
開
い
た
新
春
講
演
会
は「
歴
史

と
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
〜
映
画
『
五
日
市
物
語
』は
、

な
ぜ
作
ら
れ
た
の

か
？
〜
」が
演
題
で

し
た
。
あ
き
る
野
市

の
職
員
で
物
語
の
脚

本
を
書
き
、
監
督
を

務
め
た
小
林
仁
氏
が

映
画
を
作
る
よ
う
に

な
っ
た
経
緯
や
、
映

画
の
内
容
、
今
後
の

取
り
組
み
な
ど
に
つ

い
て
話
し
ま
し
た
。

▲会員１２０人の出席があった東京都商工会女性部連
合会の賀詞交歓会（中央は挨拶をする廣瀬会長）

に
よ
る「
ビ
ジ
ネ
ス
ジ
ェッ
ト
の
普
及
と
経
済

効
果
に
つ
い
て
」
と
題
す
る
講
演
を
聞
き
ま

し
た
。

　
研
究
機
関
で
は
横
田
飛
行
場
の
国
内
航

空
旅
客
需
要
を
五
百
六
十
万
人
（
２
０
２
２

年
）、
経
済
効
果
を
一
千
六
百
十
億
円
、
雇

用
効
果
を
八
千
八
百
五
十
人
と
予
測
し
て

い
ま
す
。

　
東
京
都
商
工
会
事
務
局
長
協
議
会
は
二

月
十
日
、パ
レ
ス
ホ
テ
ル
立
川
で
四
十
周
年

記
念
式
典
を
開
き
ま
し
た
。
式
典
に
は
現

役
の
事
務
局
長
、
そ
し
て
来
賓
に
村
越
政

雄
東
京
都
商
工
会
連
合
会
会
長
、
桂
敎
夫

同
名
誉
会
長
、
商
工
会
の
会
長
、
白
井
健
二

東
京
都
地
域
産
業
振
興
課
課
長
補
佐
、
中

小
企
業
関
係
機
関
、
各
商
工
会
・
連
合
会

歴
代
事
務
局
長
ら
を
迎
え
、
全
体
で
は
八

十
人
が
顔
を
揃
え
ま
し
た
。

　
挨
拶
に
立
っ
た
菊
池
武
伸
会
長
は
設
立

以
来
の
歴
史
を
振
り
返
り
、
大
規
模
小
売

店
舗
法
の
成
立
な
ど
に
触
れ
た
上
で「
協
議

会
は
各
事
務
局
長
並
び
に
関
係
機
関
、
団

体
と
の
連
携
を
さ
ら
に
深
め
て
時
代
の
期
待

に
答
え
る
商
工
会
を
目
指
し
て
い
き
た
い
」

と
今
後
への
抱
負
を
話
し
ま
し
た
。

　
村
越
連
合
会
会
長
、
桂
同
名
誉
会
長
が

来
賓
の
挨
拶
を
述
べ
ま
し
た
。
こ
の
中
で
村

越
会
長
は「
東
京
都
に
は
今
、
追
い
風
が
吹

い
て
い
る
。
風
を
掴
め
ら
れ
る
か
は
局
長
の

ア
イ
デ
ア
と
か
努
力
で
決
ま
っ
て
く
る
」、
桂

名
誉
会
長
は「
資
質
の
高
い
非
常
に
未
来
志

向
の
強
い
局
長
さ
ん
を
ど
う
つ
く
る
か
が
商

工
会
に
与
え
ら
れ
た
大
き
な
課
題
」
と
激

励
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
式
典
で
は
会
長
経
験
者
、
副
会
長

経
験
者
、
十
年
以
上
の
役
員
経
験
者
に
感

謝
状
、
記
念
品
を
贈
り
ま
し
た
。
式
典
後
、

記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
も
開
き
、
懇
親
を
そ
れ
ぞ

れ
に
深
め
ま
し
た
。

太田泰之
会長が「今年も商工会を大いに利用して

東京都商工会青年部連合会東京都商工会女性部連合会

大いに学ぼう」と呼びかけ
各地を回って開く賀詞交歓会の一環から

あきる野市で開催

相続税
の

60
％
減
額

基
礎
控
除
額
が

に
課
税
対
象
が
拡
大
へ

基礎控除額＝５,０００万円＋１,０００万円×法定相続人の数

基礎控除額＝３,０００万円＋６００万円×法定相続人の数
（法定相続人の数とは、相続の放棄をした人があっても、その放棄がな
かったものとした場合の相続人の数となります）

被相続人から相続又は遺贈によって財産を取得した人そ
れぞれの課税価格の合計額が、遺産に係る基礎控除額
（３,０００万円と６００万円に法定相続人の数を乗じて算出した金額
との合計額）を超える場合、その財産を取得した人は、相続税の
申告をする必要があります。
相続税の申告をする必要がある場合には、相続の開始が
あったことを知った日（通常は、被相続人の死亡の日）の
翌日から１０ヵ月以内に、被相続人の住所地を所轄する税
務署に相続税の申告と納税をする必要があります。

改正後

遺産に係る基礎控除額

　
相
続
税
法
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
二
十

七
年
一
月
一
日
か
ら
の
施
行
で
す
。

　
相
続
税
に
つい
て
は「
相
続
財
産
の
評
価
額
が

基
礎
控
除
額
を
超
え
た
場
合
は
、
相
続
税
が
か

か
り
、
超
え
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
相
続
税
が
か

か
ら
な
い
」こ
と
に
な
って
い
ま
す
。

　
改
正
で
は
こ
の
基
礎
控
除
額
が
従
来
の
六

〇
％
に
減
額
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、

相
続
税
を
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
方
が
増

え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
自
分
に
は
か
か
ら
な
い
と
考
え
て
き
た
人
も

お
ら
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
是
非
、
関

心
を
持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
次
の
通
り
で
す
。

をを
設
立

東
京
都
商
工
会
事
務
局
長
協
議
会
が

40
周
年
記
念
式
典

歴
代
事
務
局
長
ら
が
出
席

新春講演会も

改正前

会長に

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ま
で
に

外
国
の
方
々
を
迎
え
入
れ
を

経
済
の
活
性
化
を
目
指
し
、多
摩
地
域
28
経
済
団
体
が
結
束
し
て

賀詞交歓会新年
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家
内
労
働
者
へ
仕
事（
内
職
等
）を
委
託
し
て
い
る
事
業
主
の
方
は
、毎
年
４
月
１
日

現
在
の
家
内
労
働
者
数
等
に
つ
い
て
、「
委
託
状
況
届
」を
労
働
基
準
監
督
署
に
提
出
す

る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
４
月
３０
日
ま
で
に
忘
れ
ず
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
東
京
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
課
家
内
労
働
係（
0
3-

3
5
1
2-

1
6
1
4
）

ま
た
は
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
に
お
尋
ね
下
さ
い
。

年
末
に
27
商
工
会
、当
連
合
会
で

金
融
相
談
等
を
実
施

問
合
せ
等
に
担
当
者
３
人
が
対
応

12
企
業・法
人
を
表
彰

当
連
合
会
と
多
摩
地
域
21
商
工
会
が
後
援
の

「
第
12
回
多
摩
ブ
ル
ー・グ
リ
ー
ン
賞
」

▲緊張感をもって臨んだ年末金融相談

▲第１２回多摩ブルー・グリーン賞表彰式

　当
連
合
会
と
二

十
七
商
工
会
は
年

末
の
資
金
繰
り
支

援
の
た
め
に
昨
年

末
の
十
二
月
二
十

九
、三
十
の
両
日
、

金
融
相
談
等
に
応

じ
ま
し
た
。こ
れ
は

各
商
工
会
が
窓
口
に
留
守
番
・
転
送
電
話
を

設
置
、当
連
合
会
で
集
中
し
て
対
応
し
た
も

の
で
す
。当
連
合
会
で
は
各
商
工
会
か
ら
転

送
さ
れ
て
き
た
電
話
等
に
担
当
者
三
人
が
応

じ
、会
員
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
等
に
答
え
ま

し
た
。ま
た
、当
連
合
会
で
対
応
で
き
な
い
も

の
に
つ
い
て
は
各
商
工
会
の
担
当
者
に
連
絡
、

解
決
を
図
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
　

　年
末
の
金
融
相
談
に
つ
い
て
は
中
小
企
業

の
資
金
繰
り
を
支
援
す
る
た
め
平
成
二
十
年

末
か
ら
実
施
し
て
お
り
、昨
年
末
で
六
回
目

に
な
り
ま
す
。金
融
に
関
す
る
問
合
せ
は
予

想
を
下
回
る
件
数
で
あ
っ
た
も
の
の
、商
品

券
、カ
ー
ド
事
業
、賀
詞
交
歓
会
等
問
合
せ

は
全
体
で
は
三
十
四
件
を
数
え
ま
し
た
。

　当
連
合
会
と
多

摩
地
域
二
十
一
商

工
会
が
後
援
を
す

る
多
摩
信
用
金
庫

主
催
の「
第
十
二
回

多
摩
ブ
ル
ー
・
グ
リ

ー
ン
賞
」の
表
彰
式

が
十
二
月
十
一
日
、

立
川
市
内
の
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
立
川
で
開
か
れ
、

十
二
企
業
・
法
人
を
表
彰
し
ま
し
た
。技
術
・

製
品
部
門
で
あ
る
多
摩
ブ
ル
ー
賞
の
最
優
秀

賞
に
は
未
来
樹
脂（
小
平
市
）の「
家
庭
の
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
が
工
業
製
品
に
生
ま
れ
変

わ
る『
再
生
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

高
度
活
用
技
術
』」を
、経
営
部
門
で
あ
る
多

摩
グ
リ
ー
ン
賞
の
最
優
秀
賞
に
は
に
じ
の
会

（
三
鷹
市
）の「
住
み
慣
れ
た
地
域
に
障
害
者

が
働
く
場
と
生
活
す
る
場
を
つ
く
り
た
い
」

を
選
び
ま
し
た
。優
秀
賞
は
ブ
ル
ー
賞
が
六

件
、グ
リ
ー
ン
賞
が
三
件
で
し
た
。こ
の
ほ
か

に
特
別
賞
と
し
て
関
東
経
済
産
業
局
長
賞
、

東
京
都
産
業
労
働
局
長
賞
そ
れ
ぞ
れ
一
件
を

選
び
、表
彰
し
ま
し
た
。

　商工会さんへは4年前の創業とともに入らせてもらいました。
創業に当たって同業の経営者から情報とか融資の件で商工
会には入っていた方が良い、とアドバイスをもらったからです。
　創業以来、特にお世話になっているのは事業資金の手当
てです。最初は店舗の改装、事務所の借り増しの費用です。
マル経融資を取り付けてもらいました。色々、アドバイスをもら
い、大変、心強い支援と感じました。
　今、また、新しい事業で資金が必要となっています。新事
業では「経営変革アシストプログラム」により経営計画を策定。
また、その上で「経営革新計画」にもチャレンジ。商工会さん
の支援の下、無事認定の承認も得ました。融資を確実にする
ための布石でもありますが、業務の現状の整理や、正確な掌
握が可能となり、事業への自信にもなっています。
　話しは変わりますが、私は小平出身ということもあり、この地
で創業いたしました。そして、地元小平との繋がりを大切にし、
地域のお店や企業と積極的に関わることを心掛けています。
　例えば、成約した時にお客様にプレゼントする焼き菓子は同
じ通りの並びにある洋菓子屋さんと決めています。このお店は
味が良いのはもちろん、オーナーさんの人柄がとても良く、私自
身が普段から利用していて家族と共に楽しませてもらっており、
是非当社のお客様にもその存在を知っていただき、喜んでい
ただければという気持ちからです。
　この繋がりを市内で多く作り、小平市にお住まいの方々に対
して、暮らしがより豊かに、より楽しく、より快適になるサービス
の提供を、当社だけではなく、地域の商店や企業が協力し
合って実現出来ればと思っており、こうした取り組みにあたって
は、商工会さんなくしては難しいので、是非期待したいところ
です。

小平市内に特化した不動産仲介を展開
「お客様の豊かな生活、快適な生活に貢献
できるようなサービス提供」が夢

私と
商工会

vol.9
会社プロフィール

　我々は色々と事業所さんに学ばさせてもらっているところ
がある。また、指導では「そうやって良かったね」と言っても
らえる何かができればと心がけています。
　佐藤社長は休日や夜中など、自身のプライベートな時間を
削ってでもメールを送って来て下さる前向きなスタンスの方
でそれにこたえなければと一生懸命取り組ませてもらいまし
た。ソフト開発の話しを伺ったときは直感的に経営革新計画
が取れると感じたし、そのシステムが立ち上がった時はかな
り違う世界が広がるだろうと見ています。

経営指導員 から
一言

　長く不動産業に籍を置いた経験から出身地の小平
市で4年前に創業した。建売住宅の取扱いを中心と
する不動産仲介業がメイン。店舗では、キッチン雑貨
やバッグなど、小平市内ではちょっと手にすることが
できない、お洒落な雑貨の販売も行う。
　住宅購入でお客様が苦労するのは、どんな物件が
どこにあるのかが分かりづらいことだ。それを少しで
も解決していこうと同社では営業エリアを小平市に特
化し、物件の量と質に拘る戦略を採る。佐藤社長は
「小平市に特化し、物件を網羅することが強味になる」
とし、これにより「情報の量、鮮度を確保できる」と
胸を張る。「営業エリアを広く取って営業する不動産会
社がほとんど」という中にあっては個性的だ。
　「お客様の豊かな生活、快適な生活に貢献できるよ
うなサービスを提供していきたい」と夢を広げる。
色々とアイデアは温めているようで「人材と資金が揃
えば直ぐに…」という自信も示す。
　今、最も力を注いでいるのが、購入を希望するお
客様に対して、物件位置や物件概要などの不動産情
報を、分かりやすく提供するためのシステムの開発
だ。物件紹介の際に非常に
メリットがあるシステムとさ
れ、他社との差別化の決定
的なツールになると期待し
ている。

融資で心強い支援
「経営変革アシストプログラム」、

「経営革新計画」で業務の現状を整理、
正確に掌握

ＦＩＮＤ-ＨＯＵＳＥ  代表取締役
佐藤 正臣 氏

米光  彰浩　小平商工会 経営指導員
「良かったね」と言ってもらえる
何かができれば…

●住所：東京都小平市
　　　　学園東町２-13-16
●Ｔ Ｅ Ｌ：０４２-３４９-００８５
ｈｔｔｐ://www.find-house.co.jp

ご商売の法的トラブル・労務トラブルなどで
お困りなことはございませんか？
ご商売の法的トラブル・労務トラブルなどで
お困りなことはございませんか？
弁護士・中小企業診断士・税理士を中心とした
各分野の専門家が、経営上のあらゆるご相談に無料で応じます。 ※要予約の個別相談会となります。

相談例 詳しくは
お近くの商工会または
東京都商工会連合会 経営安定特別相談室
TEL:042-500-3885

・債権回収　  ・立ち退き　　  ・雇用トラブル
・取引先倒産  ・資金繰り悪化  ・事業縮小  など

秘密厳守
相談無料

検  索経営安定　商工会
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報
交
差
点

家内労働
委託状況届は
４月30日までに

売上高前期比DIが3期ぶりにマイナスに転落。資金
繰りDIも悪化。採算期中DIは改善。経営上の問題
点の第1位は5期連続「製造単価の低下、上昇難」。

売上高前期比DI、採算期中DI、資金繰りDIのいずれ
も下降。経営上の問題点の第1位は5期連続「材料
価格の上昇」。

売上高前期比DIと採算期中DIが上昇。資金繰りDIは下降。
経営上の問題点の第1位は16期連続「大・中型店との競
争激化」。

売上高前期比DIと資金繰りDIが上昇。採算期中DIは下降。
経営上の問題点の第１位は「仕入単価の上昇」から｢需要の
停滞｣に変わる。

サービス業

小売業

建設業

製造業

２６年度
第３・四半期
１０～１２月製造業の売上高前期比DIが3期ぶりマイナスに

建設業は引き続き「材料価格の上昇」を懸念

調査企業の声
＊7～9 月期からさらに利益の確
保が困難となっている。受注増
でも単価の引き下げと原材料
の高騰が影響している。（工業
用プラスチック製品加工業）

＊請負棟数増加のため社員では
足りず、下請けへの支払いが増
加している。（一般電気工事業）

＊豚肉の供給不足が止まらない。
畜産業者が恣意的に減産をし
ている。売上高の伸びを上回る
仕入コストの上昇は厳しい。（食
肉小売業）

＊ IT業界はWindows2003
　Server の老朽化対応など仕
事が非常に多い。（受託開発ソ
フトウェア業）

売上高（前期比ＤＩ）・採算（期中ＤＩ）の推移

サービス業小売業建設業製造業
売 上 売 上 売 上 売 上

10～12  1～3見通し 10～12  1～3見通し 10～12  1～3見通し10～12  1～3見通し

多摩地域商工会エリアの景況中小企業
景況調査

注１．ＤＩ値（景気動向指数）のプラスは好転、マイナスは悪化とみる。　　 注２．ＤＩマーク　　：＋30 ～　　：＋10 ～＋30　　：＋10 ～－10　　：－10 ～－30 　　：－30 ～　　　
注３．サンプルは多摩地域 150 企業原数値採用。　　　　　　　　　　  注４．採算は当期中の「好転」－「悪化」のＤＩ値

採算 売上 次期見通し
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家
内
労
働
者
へ
仕
事（
内
職
等
）を
委
託
し
て
い
る
事
業
主
の
方
は
、毎
年
４
月
１
日

現
在
の
家
内
労
働
者
数
等
に
つ
い
て
、「
委
託
状
況
届
」を
労
働
基
準
監
督
署
に
提
出
す

る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
４
月
３０
日
ま
で
に
忘
れ
ず
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
東
京
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
課
家
内
労
働
係（
0
3-

3
5
1
2-

1
6
1
4
）

ま
た
は
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
に
お
尋
ね
下
さ
い
。

年
末
に
27
商
工
会
、当
連
合
会
で

金
融
相
談
等
を
実
施

問
合
せ
等
に
担
当
者
３
人
が
対
応

12
企
業・法
人
を
表
彰

当
連
合
会
と
多
摩
地
域
21
商
工
会
が
後
援
の

「
第
12
回
多
摩
ブ
ル
ー・グ
リ
ー
ン
賞
」

▲緊張感をもって臨んだ年末金融相談

▲第１２回多摩ブルー・グリーン賞表彰式
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繰
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き
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、会
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で
き
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商
工
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に
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絡
、
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図
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よ
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。
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業
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の
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券
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ド
事
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会
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で
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件
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し
た
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　当
連
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工
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金
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、
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ス
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ル
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で
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は
ブ
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六

件
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で
し
た
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の
ほ
か

に
特
別
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と
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て
関
東
経
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産
業
局
長
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、

東
京
都
産
業
労
働
局
長
賞
そ
れ
ぞ
れ
一
件
を

選
び
、表
彰
し
ま
し
た
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　商工会さんへは4年前の創業とともに入らせてもらいました。
創業に当たって同業の経営者から情報とか融資の件で商工
会には入っていた方が良い、とアドバイスをもらったからです。
　創業以来、特にお世話になっているのは事業資金の手当
てです。最初は店舗の改装、事務所の借り増しの費用です。
マル経融資を取り付けてもらいました。色々、アドバイスをもら
い、大変、心強い支援と感じました。
　今、また、新しい事業で資金が必要となっています。新事
業では「経営変革アシストプログラム」により経営計画を策定。
また、その上で「経営革新計画」にもチャレンジ。商工会さん
の支援の下、無事認定の承認も得ました。融資を確実にする
ための布石でもありますが、業務の現状の整理や、正確な掌
握が可能となり、事業への自信にもなっています。
　話しは変わりますが、私は小平出身ということもあり、この地
で創業いたしました。そして、地元小平との繋がりを大切にし、
地域のお店や企業と積極的に関わることを心掛けています。
　例えば、成約した時にお客様にプレゼントする焼き菓子は同
じ通りの並びにある洋菓子屋さんと決めています。このお店は
味が良いのはもちろん、オーナーさんの人柄がとても良く、私自
身が普段から利用していて家族と共に楽しませてもらっており、
是非当社のお客様にもその存在を知っていただき、喜んでい
ただければという気持ちからです。
　この繋がりを市内で多く作り、小平市にお住まいの方々に対
して、暮らしがより豊かに、より楽しく、より快適になるサービス
の提供を、当社だけではなく、地域の商店や企業が協力し
合って実現出来ればと思っており、こうした取り組みにあたって
は、商工会さんなくしては難しいので、是非期待したいところ
です。

小平市内に特化した不動産仲介を展開
「お客様の豊かな生活、快適な生活に貢献
できるようなサービス提供」が夢

私と
商工会

vol.9
会社プロフィール

　我々は色々と事業所さんに学ばさせてもらっているところ
がある。また、指導では「そうやって良かったね」と言っても
らえる何かができればと心がけています。
　佐藤社長は休日や夜中など、自身のプライベートな時間を
削ってでもメールを送って来て下さる前向きなスタンスの方
でそれにこたえなければと一生懸命取り組ませてもらいまし
た。ソフト開発の話しを伺ったときは直感的に経営革新計画
が取れると感じたし、そのシステムが立ち上がった時はかな
り違う世界が広がるだろうと見ています。

経営指導員 から
一言

　長く不動産業に籍を置いた経験から出身地の小平
市で4年前に創業した。建売住宅の取扱いを中心と
する不動産仲介業がメイン。店舗では、キッチン雑貨
やバッグなど、小平市内ではちょっと手にすることが
できない、お洒落な雑貨の販売も行う。
　住宅購入でお客様が苦労するのは、どんな物件が
どこにあるのかが分かりづらいことだ。それを少しで
も解決していこうと同社では営業エリアを小平市に特
化し、物件の量と質に拘る戦略を採る。佐藤社長は
「小平市に特化し、物件を網羅することが強味になる」
とし、これにより「情報の量、鮮度を確保できる」と
胸を張る。「営業エリアを広く取って営業する不動産会
社がほとんど」という中にあっては個性的だ。
　「お客様の豊かな生活、快適な生活に貢献できるよ
うなサービスを提供していきたい」と夢を広げる。
色々とアイデアは温めているようで「人材と資金が揃
えば直ぐに…」という自信も示す。
　今、最も力を注いでいるのが、購入を希望するお
客様に対して、物件位置や物件概要などの不動産情
報を、分かりやすく提供するためのシステムの開発
だ。物件紹介の際に非常に
メリットがあるシステムとさ
れ、他社との差別化の決定
的なツールになると期待し
ている。

融資で心強い支援
「経営変革アシストプログラム」、

「経営革新計画」で業務の現状を整理、
正確に掌握

ＦＩＮＤ-ＨＯＵＳＥ  代表取締役
佐藤 正臣 氏

米光  彰浩　小平商工会 経営指導員
「良かったね」と言ってもらえる
何かができれば…

●住所：東京都小平市
　　　　学園東町２-13-16
●Ｔ Ｅ Ｌ：０４２-３４９-００８５
ｈｔｔｐ://www.find-house.co.jp

ご商売の法的トラブル・労務トラブルなどで
お困りなことはございませんか？
ご商売の法的トラブル・労務トラブルなどで
お困りなことはございませんか？
弁護士・中小企業診断士・税理士を中心とした
各分野の専門家が、経営上のあらゆるご相談に無料で応じます。 ※要予約の個別相談会となります。

相談例 詳しくは
お近くの商工会または
東京都商工会連合会 経営安定特別相談室
TEL:042-500-3885

・債権回収　  ・立ち退き　　  ・雇用トラブル
・取引先倒産  ・資金繰り悪化  ・事業縮小  など

秘密厳守
相談無料

検  索経営安定　商工会
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家内労働
委託状況届は
４月30日までに

売上高前期比DIが3期ぶりにマイナスに転落。資金
繰りDIも悪化。採算期中DIは改善。経営上の問題
点の第1位は5期連続「製造単価の低下、上昇難」。

売上高前期比DI、採算期中DI、資金繰りDIのいずれ
も下降。経営上の問題点の第1位は5期連続「材料
価格の上昇」。

売上高前期比DIと採算期中DIが上昇。資金繰りDIは下降。
経営上の問題点の第1位は16期連続「大・中型店との競
争激化」。

売上高前期比DIと資金繰りDIが上昇。採算期中DIは下降。
経営上の問題点の第１位は「仕入単価の上昇」から｢需要の
停滞｣に変わる。

サービス業

小売業

建設業

製造業

２６年度
第３・四半期
１０～１２月製造業の売上高前期比DIが3期ぶりマイナスに

建設業は引き続き「材料価格の上昇」を懸念

調査企業の声
＊7～9 月期からさらに利益の確
保が困難となっている。受注増
でも単価の引き下げと原材料
の高騰が影響している。（工業
用プラスチック製品加工業）

＊請負棟数増加のため社員では
足りず、下請けへの支払いが増
加している。（一般電気工事業）

＊豚肉の供給不足が止まらない。
畜産業者が恣意的に減産をし
ている。売上高の伸びを上回る
仕入コストの上昇は厳しい。（食
肉小売業）

＊ IT業界はWindows2003
　Server の老朽化対応など仕
事が非常に多い。（受託開発ソ
フトウェア業）

売上高（前期比ＤＩ）・採算（期中ＤＩ）の推移

サービス業小売業建設業製造業
売 上 売 上 売 上 売 上

10～12  1～3見通し 10～12  1～3見通し 10～12  1～3見通し10～12  1～3見通し

多摩地域商工会エリアの景況中小企業
景況調査

注１．ＤＩ値（景気動向指数）のプラスは好転、マイナスは悪化とみる。　　 注２．ＤＩマーク　　：＋30 ～　　：＋10 ～＋30　　：＋10 ～－10　　：－10 ～－30 　　：－30 ～　　　
注３．サンプルは多摩地域 150 企業原数値採用。　　　　　　　　　　  注４．採算は当期中の「好転」－「悪化」のＤＩ値

採算 売上 次期見通し

-28.6 -32.2 

-11.1

-35.7 

-22.2 

-24.0-21.4 

0.1 0.0 

-7.1 

-3.5 

07 062015年3月1日 とうきょう商工連プラザ　vol.322 とうきょう商工連プラザ　vol.322 2015年3月1日

25.0

-15.7

10.6 
5.3 

-2.3 0.0

-11.1 -8.9 
-2.3

-14.3 

-27.3

1.8 0.0
-5.3 

0.0 0.0 

-15.0 

-41.3 

0.0 

-22.2
-26.3 

-17.0 

-50.1 

-27.9

-52.2 

-11.2 

-66.0

-16.9 

-1.9

-23.3 

-5.5

-28.5-31.1



ＣＯＮＴＥＮＴＳ

念のため主催者に問い合わせをして日にち、会場をご確認の上、お出掛け下さい。

▲「ファントム工場」を紹介するパンフレット▲「ファントム工場」を紹介するパンフレット

▲「みずほブランド」の周知を図るパンフレット▲「みずほブランド」の周知を図るパンフレット
「夕方市」で「みずほブランド」を
大々的に販売▶
「夕方市」で「みずほブランド」を
大々的に販売▶

産業交流展で
「ファントム工場」をPR▶
産業交流展で
「ファントム工場」をPR▶

個人住民税の「特別徴収」推進にご協力をお願いします！

▼ 詳しくは各都県のホームページをご覧ください。 下記のキーワードで　　
埼玉県  特別徴収 千葉県  特別徴収 東京都  特別徴収ステーション 神奈川県  特別徴収

事務局：九都県市（埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、横浜市、川崎市、千葉市、さいたま市、相模原市）特別徴収推進検討会

地方税法では、従業員の個人住民税は、毎月の給与から事業主が差し引いて納める
「特別徴収」が原則となっています。
特別徴収の実施にあたり、事業主の皆さまのご理解ご協力をお願いいたします！
首都圏では、連携して特別徴収を推進しています！
平成27年度　埼玉県の全市町村で特別徴収の一斉指定
平成28年度　千葉県、神奈川県の全市町村で特別徴収の一斉指定
※東京都の全区市町村では、H26～ H28を特別徴収の推進期間としています。

事業主の
皆様

検  索
神奈川県

かながわキンタロウ
東京都
ぜいきりん

千葉県
　チーバくん

埼玉県
コバトン

住民税は給与からの特別徴収で！
よろしくお願いします！

工業の技術力とまちブランドの発信
　瑞穂町商工会では、地域振興策として、製造業者の技術力とまちブランド品による
地域情報発信に力を注いでいます。

受注機会拡大事業
「瑞穂ファントム工場」

瑞穂らしい名産品「みずほブランド」認定品

●平成２６年１２月２５日発表の
　「東京都長期ビジョン」にみる多摩・島しょの産業振興
●村越政雄会長が２０２０年オリンピック・パラリンピック東京大会を
　観光やビジネスに結びつけることを提言
　舛添要一東京都知事との「第２回 東京の成長に向けた公労使会議」で
●伊豆・小笠原諸島の６商工会がリレーして出店　「ふるさと祭り東京」
●経済の活性化を目指し、多摩地域２８経済団体が結束して
　「多摩地域経済団体横田飛行場民間利用促進協議会」を設立
●多摩地域商工会エリアの景況　２６年度第３・四半期
●私と商工会　ＦＩＮＤ-ＨＯＵＳＥ　代表取締役　佐藤 正臣 氏
●多摩・島しょ地域のイベント大特集　Ｐａｒｔ ６１（４月～５月）

　「瑞穂ファントム工場」は、瑞穂町の製造業者の受注機会拡大を目的に組織されました。
各分野の優れた技術力を持つ製造業者約50社のグループです。事務局にお問い合わせ
頂ければ、すぐに全メンバー企業で情報が共有され、最適なメン
バーやプロジェクトチームが対応します。日々進化をするための
スキルアップセミナー事業や展示会への共同出展事業なども実
施しています。ものづくりで、お困りの際は、是非ご連絡下さい。

　商工会では、平成15年度から、瑞穂町で生産されている名産品の周知を目的に、「名
物名産品推奨品」認定事業を行ってきました。平成24年度からは、瑞穂町認定の「みず
ほブランド」として引き継がれています。名産品18品目
と特産のシクラメンを加えた19品目が認定され、「作っ
た本人が売っています」をキャッチフレーズに、地域の
イベントや物産展へ積極的に出店し、販路拡大に努め
ています。

▲天沼武夫会長（前列右から2人目）と職員の皆さん

商工会は 行き
ます

聞き
ます

提案
します

Mizuhomachi
Shokokai

http://www.mizuho-sci.or.jp/

瑞穂町
商工会

2015年（平成27年）3月1日
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E V E N T多摩・島しょ地域のイベント

大特集
Part 61

月 月4 5▼

日　程 イベント名 会　場 内　容 主催者・問い合せ先

４
月

3月26日（木）〜
12日（日）

はむら花と水のまつり 2015
（前期 : さくらまつり）（羽村市） 羽村堰周辺ほか

桜のライトアップや吹奏楽の演奏、はむりんダンスのほ
か、足湯、写真コンクールを実施します。また、玉川上
水沿いには模擬店が出店し、多くの人でにぎわいます。
動物公園、日野自動車羽村工場の桜並木もおすすめです

羽村市観光協会
042-555-9667

3月28日（土）〜
5日（日） ふっさ桜まつり（福生市） 福生市　明神下公園 多摩川沿いの 500 本のさくらにライトアップ　ジャズ演

奏、人力車、アメリカントレインの運行、模擬店の出店

ふっさ桜まつり実行委員会（福
生市シティーセールス推進課
042-551-1740）

2日（木）〜
19日（日）
※毎週水曜
　日は除く

あきる野市制施行 20 周年記念「秋川
渓谷ウォークラリー」（あきる野市） 秋川渓谷周辺

春の花が咲き誇る秋川渓谷と寺社をめぐるウォークラ
リー（18 日〈土〉には五日市ひろばにおいて特産品など
が当たるイベントを開催します）

ウォークラリー実行委員会（市
役所企画政策課）
042-558-1111（内線 2211）

3日（金）
〜5日（日） 第 61 回  小金井桜まつり（小金井市） 小金井公園 桜の名所小金井公園で圧倒的な桜の花のもとステージでの催

しやたくさんの模擬店が出店、小金井市民人気のイベント 小金井市観光協会  042-316-3980

4日（土） 第 5 回  稲城市  桜・梨の花まつり
（稲城市） 稲城市役所駐車場ほか

桜ライトアップ、模擬店、お茶会、大道芸、ミニ SL、
ハシゴ車体験搭乗、ご当地キャラによるイベント、義
援金募集ほか

稲城市商工会  042-377-1696

4日（土） 日の出町さくら祭り（日の出町） 塩田グランド ステージショー、フリーマーケット、流し踊り 日の出町観光協会  042-588-5883
4日（土）〜
5日（日）

くにたち  さくらフェスティバル
（国立市）

国立市谷保第三公園（国立市富
士見台 2-34 さくら通り沿い）

舞台、模擬店、屋台や催し物など、お花見をしなが
ら 1 日遊べるイベント

実行委員会／国立市役所産業振興
課 042-576-2111  内線 345

5日（日） 第 36 回  さくらまつり（瑞穂町） 六道山公園 狭山丘陵ウオーキング、野点、お囃子、子供の集い、
大道芸ほか 瑞穂町観光協会  042-557-3389

5日（日） 第 25 回  サンセットパームライン
駅伝競走大会（大島町）

元町　　仲の原園地　サンセッ
トパームライン

年代別駅伝 30Km　
親子学年別ハンディレース 2Km

サンセットパームライン駅伝
事務局 03-3964-8774

5日（日） 春うらら : 国立 ･ 立川 さくら ウオーキング
（国立市、立川市）

< 国立出発コース > 大学通り（一橋
大学正門 ）〜天満宮〜古民家〜郷土
館〜青柳稲荷神社〜根川緑道〜立川

｛のーかる｝ゴール　< 立川出発コー
ス > 柴崎体育館前駅〜根川緑道〜く
にたち古民家〜郷土館〜さくら通り
〜大学通り〜一橋大学正門ゴール

国立市内、及び、立川市内のさくらを愛でながらの
ウオークと天満宮、郷土館巡り。行程中、国立のお
もてなし（フルート演奏、お茶、及び、名産品のサー
ビス、くにニャングッズ、及び、名産品の抽選会）
を堪能。ウオーク終了後、桜らいぶなどを楽しめる

NPO 法人 国立市観光まちづく
り協会　042-574-1199
立川観光協会　042-527-2700

9日（木）〜
26日（日）

はむら花と水のまつり 2015
（後期 : チューリップまつり）（羽村市）

根がらみ前水田（羽中 4 丁目・
羽加美 4 丁目の水田）周辺

約 40 万本のチューリップが咲き誇り、関東でも指
折りのチューリップどころとして知られています。
会場に展望台を設置するほか、模擬店の出店、写真
コンクールを実施します。

羽村市観光協会  042-555-9667

18日（土）〜
19日（日）

JPBA プロボディーボード大会
（新島村） 羽伏浦海岸 プロによるボディーボード大会 新島村役場産業観光課

04992-5-0284
18日（土）〜
19日（日）

花と緑のまちづくりフェア 2015
（八王子市） 西放射線ユーロード 花を中心とした花イベント　花モニュメント・ス

テージミニコンサート・花市等
八王子ファッション都市協議会
 042-623-6311

25日（土）〜
26日（日）

小金井公園  子どもフェスタ 2015
（小金井市） 小金井公園 ミニ SL 運行、フワフワ、模擬店の出店等 小金井公園サービスセンター

042-388-3317

５
月

2日（土）〜
3日（日・祝）

あきる野市制施行 20 周年記念
「第 25 回全国地芝居サミット in

あきる野」（あきる野市）
秋川キララホール／ホール前広場 農村歌舞伎の披露、お囃子と神楽の披露、写真パネ

ルの展示、シンポジウムの開催

第 25 回全国地芝居サミット in
あきる野実行委員会（市教育委
員会 生涯学習スポーツ課文化財
係）  042-558-1111 （内線 3015）

2日（土）〜
3日（日・祝）

第 20 回  ウォーキングフェスタ東京
ツーデーマーチ（小金井市等） 小金井公園 初心者からベテランまで出会いとふれあいを求め

て楽しく歩く全国有数のウォーキング大会
日本ウォーキング協会
03-5256-7855

9日（土）〜
10日（日） 第 18 回  ひの新選組まつり（日野市） 9 日 高幡不動周辺　

10 日 JR 日野駅前  甲州街道周辺
9 日 新選組隊士慰霊祭、コンテストほか　  
10 日 新選組隊士パレードや刀道演武等

日野市産業振興課
042-585-1111

9日（土）〜
10日（日）

第４回  東大和市 グルメコンテスト
＂うまかんベぇー祭 ”（東大和市）

都立東大和南公園平和広場
（東大和市桜が丘 2-3）

地域住民の交流と東大和市の魅力ある食文化を活かし、
地域社会を元気にする。「これぞ東大和 !」と呼ぶに相応
しいご当地グルメを市民総出で創出・開発する

東大和市グルメコンテスト実
行委員会（東大和市産業振興
課商工観光係）　042-563-2111

9日（土）〜
10日（日） 第１回  西東京商工まつり ( 西東京市） 保谷駅近く　東町　文理台公園 優良取扱商品の販売、優良生産品、特産品の販売　

催事等各種アトラクション 西東京商工会  042-461-4573

23日（土） 第 24 回  新島トライアスロン大会
（新島村） 新島地内 新島を舞台にしたスイム・バイク・ランの鉄人レース 新島村役場産業観光課

04992-5-0284


